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MINI CHALLENGE ASIA.2019 JAPAN SERIES 競技規定ブルテン No.1 

Round.4 富士スピードウェイ大会についての追加規則 
 
 
第1条 開催日 
 
   Round#04（1Day 1Race）MINI フェスティバル 併催 

9月 21日（土）公式予選／第７戦（40min レース） 
富士スピードウェイ（富士チャンピオンレース） 

 
 
第2条 ドライバー登録 

 
1. 参加申込時にドライバーが確定していない場合は「TBN」として登録できる。 
 
2. １台の車両に対して、１名以上２名以内（A～B）のドライバーを指名登録しなければならな 
い。 

 
3. 「TBN」登録したドライバーは、参加確認時（予選日の前日）までには確定していなければ 
ならず、確定していない場合は取り消し扱いとする。 

 
 
第3条 ピットクルー 

 
1. 競技に参加出来るピットクルーは満１８歳以上の者で、参加者より指名登録され、保険加入済 
みの申請をしたものに限られる。 
 

  2. ピットクルーは競技責任者を除き、３名までとする。 
 
 
第4条 ピットイン 

 
1.  ピットレーンを走行する際の速度は６０km/h 以下とする。 
 

  2.  ピットインした競技車両は停止と同時にエンジンを停止しなければならない。 
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第5条 予選 

 
１．本大会では２０分予選が1回行われ、A・Bドライバーいずれか1名、または2名が走行する   
ものとする。 
 

２．公式予選結果の順位は、各車両が記録したベストラップ順で決定される。 
 
３．その他の細則はシリーズ規則に準ずる。 
 

第6条 ピット作業 
   

1. ピットでの停車はいかなる場合でもエンジンを停止させなければならない。 
 
2. ピットエリアでの後退ギアの使用は厳重に禁止される。競技車両が自己のピットを行き過ぎて 
停止した場合には、当該競技車両は自チームのチームクルーによってのみ押し戻すことが出来 
る。 
 

3.  決勝レース中に給油する場合は下記を遵守すること。 
①決勝レース開始後12分を過ぎてから28分までの16分間にピットレーン速度制限開始地点を
通過すること。 
②ピット作業エリアに停車し、エンジンを止めドライバーは降車していること。 
③ピットレーン速度制限開始地点からピット出口まで、作業時間を含めた通過時間を5分間以
上とすること。 
④上記ピットレーン滞在時間が満たない場合は、実測値の1秒未満を切り捨てた上で、5分に 
 満たない分のペナルティストップが科せられる。 
 （例：ピットイン滞在時間 4’47’555の場合、13秒のペナルティストップ） 

 
第7条 簡易燃料補給について 

 
1. １回のピットインにおける燃料補給は20リットル以下とする。 
 
2. 燃料の補給には容量が20リットル以下で耐圧性の金属製携行缶を使用すること。 
 
3. 使用する携行缶は、車両給油口まで内径38ミリ以下の耐油性ホースを接続出来る構造になって 
おり、バルブ径38ミリ以下で、バルブ開閉が90度以内の角度で操作出来る手元コックが携行 
缶から30センチ以内の位置に設置されていること。また、手元のコックから車両の給油口まで 
のホース内部が目視でき、長さが50センチ以内であること。 
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内容量２０Ｌ以下 

手元コック 

内径３８ｍｍ以下 

５０ｃｍ以内 ３０ｃｍ以内 

 
    【携行缶イメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4. 燃料補給は登録された燃料補給要員により行い、少なくとも1名のピット要員が消火要員とし 
て消火器（二酸化炭素消火器を推奨）を持って燃料補給作業が終了するまで待機しなければな 
らない 
 

5. 燃料補給は競技車両が停車している時のみ行うことができ、給油装置が給油口から外れボディ 
ラインから出た状態を給油終了とみなす。給油中のジャッキアップは禁止される。 
 

6. 燃料補給要員及び消火要員は、MCJP事務局が指定する黄色の腕章を着け、FIA公認の耐火災 
スーツ及び耐火災素材のグローブ及びフェイスマスク、防火型安全災害メガネの装着を義務づ 
ける。 

 
７．燃料補給時、車体は電気的にアースされていること。 

     
   
第8条 レース形式 

 
1. 本大会の決勝レースは、約４０分間に相当する周回数によって行われる。 

 
2. 先頭車両が４０分経過後に、コントロールライン通過時点でファイナルラップとする。 

 
3. レース中に赤旗が提示され中断された場合、大会審査委員会の判断により、残り周回数および
時間が決定される場合がある。 
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第9条 ポイント・スコアリング 

 
●決勝ポイント 
 本大会では順位に関係なく、完走したドライバーに一律で6０ポイントが付与される。 
※順位認定をされない場合は０ポイントとする。 

 
 
●予選ポイント 
１位 - 35 ポイント 
２位 - 28 ポイント 
３位 - 22 ポイント 
４位 - 17 ポイント 
５位 - 13 ポイント 
６位 - 10 ポイント 

 
 
●決勝ベストラップタイムポイント 
１位 - 20 ポイント 
２位 - 15 ポイント 
３位 - 12 ポイント 
４位 - 10 ポイント 
５位 -  9ポイント 
６位 -  8ポイント 
※複数のドライバーが同タイムの場合、決勝結果上位順で順位を決定する。 

 
 
第10条  賞典 

 
●決勝レース 

１位 トロフィー、賞金300,000円 
２位 トロフィー、賞金100,000円 
３位 トロフィー、賞金  50,000円 

 
●予選 
   ポールポジション 賞金  50,000円 

 


